
 

 

令和 6年度第 6回高田区地域協議会 

次 第 
 

日時：令和 6年 10 月 21 日（月）午後 6時 30 分～ 

会場：高田城址公園オーレンプラザ 研修室・会議室 

 

 

 

1 開会 

 

 

 

2 報告事項 

 ⑴こどもプールの廃止について 

 

 

3 自主的な審議 

 ⑴自主的な審議のテーマについて 

 

 

 

4 事務連絡 

 

 

 

 5 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次回協議会 11 月 18 日（月）午後 6時 30 分～：高田城址公園オーレンプラザ】 

【次々回協議会 12 月 16 日（月）午後 6時 30 分～：高田城址公園オーレンプラザ】 



高田区地域協議会資料 

令和 6 年 10 月 21 日 

都市整備部 都市整備課 

 
こどもプールの廃止について 

1 廃止の経緯 

昭和 55 年から平成 2 年にかけて合併前の上越市 12 箇所に設置されたこどもプー

ルについては、利用者が 20 年程前と比較し 9 割減少していることを受け、利用実績

のある保育園や地元町内会、関係部局へ聞き取りを行った結果、少子化の影響等によ

り公園機能としてプールの必要性が非常に低下し、現状の公園利用目的との乖離が確

認されたことから、令和 6 年度をもって全プール施設を廃止する。 

 

2 こどもプール所在地等 

地 区 公園名 所在地  地 区 公園名 所在地 

高 田 柳善公園 東城町二丁目  金 谷 いちょう公園 昭和町一丁目 

高 田 お馬出し公園 大町二丁目  直江津 古城公園 港町一丁目 

高 田 中島公園 北城町三丁目  直江津 とどろき公園 栄町一丁目 

高 田 大野公園 高土町二丁目  直江津 毘沙門公園 五智一丁目 

高 田 新町公園 新町  有 田 桐ノ木公園 佐内町 

新 道 上稲田公園 稲田四丁目  有 田 春日新田公園 春日新田五丁目 

 

3 利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 こどもプール跡地の整備方針 

地域の利用目的に応じた公園へ再編するため、地元町内会とプール跡地の整備方針

について協議を行う。 

(

人
数)

(年度) 



 

 

9/17 第５回地域協議会 自主的な審議のテーマに係る委員からの意見等 

 

○中・高校生の居場所づくり 

○中・高生の学習環境の整備 

―主な意見等― 

（関係者からの情報収集） 

・教育委員会などから地域移行の説明、移行後の対応について説明を聞きたい 

・部活動の顧問の先生や保護者の意見も聞きたい 

・当事者である高校生の声を聞くべき 

（対応策案） 

・ゆとり教育の反省から、中高生の活動の受け皿を用意しておくことが大事。

受け皿を民間が担う場合には行政からの経済的支援が必要 

・管理人を置くなど安全性が担保された居場所 

・上越教育大学の学生にもっと髙田の街なかに来てもらって中高生に勉強を

教えたり、交流するなどができないか。上越教育大学のサテライトキャンパ

スの設置 

（その他） 

・経済的な問題で代わりの活動が見つけられない生徒もいる 

・高田に住んでいる若い子たちがわくわくして住んでもらわないとどんどん

町を出ていってしまう 

・部活動の地域移行の背景は教員の働き方改革、その根底には教員不足 

・教員の働き方改革なのか、部活動が地域移行なのか、学生の居場所づくりな

のか、それとも商店街の空きスペースを活用した学生の居場所づくりなのか 

 

 

○LED 防犯灯の設置補修を公費で行うことを求める 

―主な意見等― 

・LED 防犯灯設置費補助金の町内別利用状況を市に依頼中 

 

 

○雁木の保存について 

―主な意見等― 

・雁木がどんどん消えている 

・市では、まちなか居住推進事業や雁木整備事業補助金等により雁木の保存に努

めている 

資料№２ 



２０２４年 10 月 20 日 

高田区地域協議会 澁市 徹 

「中・高校生の居場所作り」と「中・高校生の学習環境の整備」について 

話し合いのまとめ（案） 

1. 高田に住んでいる若い子たちが、わくわくして住んでもらわないと、どんどん街を

出て行ってしまう。 

2. 経済的な理由から、自主学習や話し合うための場所を見つけられない子供たち

がいる。 

3. 当事者である高校生の声を聞くべきである。高校生は明確に自分の意見を述べ

ることができる。 

4. 中高校生をはじめとする子供たちからは、地域の中で居場所が欲しいという声を

聴いている。 

5. 高田の街中に、中高校生が学習に専念できる施設環境の整備が必要であるとい

う話を聞いている。 

（以上） 

 






